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人生の最終段階における医療・ケアの方針決定に至る手続き 

 

 

１．本人の意思が確認できる場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
本人の意思を基本とし、それを尊重した上で、 

医療・ケアチームにより人生の最終段階における医療・ケアの方針決定 

 

複数の専門家からなる委員会による検討・助言、 

または第三者である専門家の助言を得るための話し合いの場を設定 

人生の最終段階における医療・ケアについて、本人の意思が確認できる 

医療・ケアチームによる決定が困難 

本人の意思決定を基本とした、本人、家族等、医

療・ケアチームによる十分な話し合い（話し合い

の内容はその都度、文書等に記録しておく。本人

の意向によっては本人が将来の医療・ケアについ

ての意思表示(書)を残すこともある） 

 

別 紙 

本人の意思は変化し得る

ことから、時間の経過、病

状の変化、医学的評価の変

更等に応じて、繰り返し話

し合いを行う 
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２．本人の意思の確認が不可能な状況の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療・ケアチームにより人生の最終段階における 

医療・ケアの方針決定 

意思表示(書)なし 

本人の意思が 

推定できる※2 

医療・ケアチームによる決定が困難 

本人の意思が 

推定できない 

家族等に意思表

示(書)が本人の

意思表明として

有効であること

を確認し、それ

を基本として医

療・ケアチーム

が判断 

複数の専門家からなる委員会による検討・助言、または 

第三者である専門家の助言を得るための話し合いの場を設定 

家族等の了承 

本人の最善の利

益を確保する観

点から、医療・ケ

アチームによっ

て判断※3 

※1 いずれの場合でも、家族等

による確認、承諾、了承は文書に

よることが基本となる 

※2 本人の意思が確認できた

状況で、話し合いの結果が文書等

に記録されている場合も該当す

る 

※3 家族等が存在しない場合

は、「医療・ケアチームにより人

生の最終段階における医療・ケア

の方針決定」へ 

原則としてその

推定意思を尊重

し た 措 置 を と

る。 

家族等の承諾を

あらためて得る 

家族等との十分

な話し合いを経

て、本人にとっ

ての最善の措置

をとる 

家族等が存在し

ない､連絡が取

れない、判断を

示さない場合。 

家族等の意見が

まとまらない場合 

人生の最終段階における医療･ケアについて､本人の意思の確認が不可能な状況※1 

意思表示(書)あり 




